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基本テキストを通読しただけでは理解しにくい箇所
や、わかっているつもりになっているがしっかりと
理解できていないことが多い箇所について、毎月１
科目、五肢択一式問題演習の形式で詳しく解説しま
す。さらに重要なポイントは動画で解説！

択 一
プラクティス
科目別科目別

社会保険労務士 

山川 靖樹
（山川社労士予備校）

音声ダウンロード

第6回／全8回

〔問  １〕　厚生年金保険法に関する次の記述のうち、正しいものはいくつあるか。

ア	 船員法第１条に規定する船員（以下単に「船員」という。）として船舶所有者に
使用される者が乗り組む船舶については、船員の数にかかわらず、適用事業所とさ
れる。

イ	 常時３人の従業員を使用する法人の事業所については、当該事業所を適用事業所
とするには、厚生労働大臣の認可を受けなければならない。

ウ	 常時４人の従業員を使用する個人経営の広告業の事業所については、当該事業所
を適用事業所とするには、厚生労働大臣の認可を受けなければならない。

エ	 常時５人の従業員を使用する個人経営の理容業の事業所については、当該事業所
を適用事業所とするには、厚生労働大臣の認可を受けなければならない。

オ	 適用事業所以外の事業所の事業主が当該事業所を適用事業所とするために厚生労
働大臣の認可を受けようとするときは、当該事業所に使用される者（適用除外に該
当する者を除く。）の４分の３以上の同意を得なければならない。

Ａ　一つ
Ｂ　二つ
Ｃ　三つ
Ｄ　四つ
Ｅ　五つ

厚生年金保険法
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〔科目別 択一プラクティス〕

詳細レクチャー
⑴　強制適用事業所（法６条１項・２項）

条文
１）次のいずれかに該当する事業所若しくは事務所（以下「事業所」という）又は船舶
を適用事業所とする。

イ）次に掲げる事業（いわゆる「法定17業種」をいう）の事業所又は事務所であって、
常時５人以上の従業員を使用するもの。
ａ）物の製造、加工、選別、包装、修理又は解体の事業
ｂ）土木、建築その他工作物の建設、改造、保存、修理、変更、破壊、解体又はその
準備の事業

ｃ）鉱物の採掘又は採取の事業
ｄ）電気又は動力の発生、伝導又は供給の事業	 ｅ）貨物又は旅客の運送の事業
ｆ）貨物積卸しの事業	 ｇ）焼却、清掃又はと殺の事業
ｈ）物の販売又は配給の事業	 ｉ）金融又は保険の事業
ｊ）物の保管又は賃貸の事業	 ｋ）媒介周旋の事業
ｌ）集金、案内又は広告の事業	 ｍ）教育、研究又は調査の事業
ｎ）疾病の治療、助産その他医療の事業	 ｏ）通信又は報道の事業
ｐ）社会福祉法に定める社会福祉事業及び更生保護事業法に定める更生保護事業
ｑ）弁護士、公認会計士その他政令で定める者が法令の規定に基づき行うこととされ
ている法律又は会計に係る業務を行う事業＊１

ロ）イ）に掲げるもののほか、国、地方公共団体又は法人＊２の事業所又は事務所であっ
て、常時従業員を使用するもの。

ハ）船員法第１条に規定する船員（以下「船員」という）として船舶所有者に使用され
る者が乗り組む船舶（以下「船舶」という）。

２）前項ハ）に規定する船舶の船舶所有者は、適用事業所の事業主とみなす。

□＊１「政令で定める者」は、次のとおりです。

○ 公証人　　　　　　○ 司法書士　　　○ 土地家屋調査士　　　○ 行政書士
○ 海事代理士　　　　○ 税理士　　　　○ 社会保険労務士　　　○ 沖縄弁護士
○ 外国法事務弁護士　○ 弁理士

□＊２「法人」であれば、公法人、公益法人、営利法人、社団法人、財団法人たるを問いま
せん。

		  ↓ なお…
	 法人の事業所は、法定17業種であるか否かを問わず、また、使用する従業員数にかかわ

らず強制適用事業所となります。


